フォトニュース
ひがしおうみ東西南北　季節の話題をお知らせ！

今月のスマイルさん
すずなさん（左）、ここなさん（真ん中）、はなさん
聖徳まつりでお会いしました。


８／２
ラジオで交流高校生が生放送に出演
　東近江市と竜王町を放送エリアとするコミュニティラジオ「ＦＭひがしおうみ」で、市内４高校の生徒が出演する特別番組「集まれ！地元高校生ラジオ」が生放送されました。
　八日市高校、八日市南高校、滋賀学園高校、能登川高校の生徒会や地域支援活動のメンバー１２人が出演し、学園祭や推し活、学割、地域でのボランティア活動をテーマに、それぞれの学校生活や学校の魅力などを紹介しました。
　出演した生徒からは、「出演時間３０分では足りないくらい盛り上がって楽しかったです」「他校の生徒といろいろなテーマについて話せてよかったです」といった声が聞かれ、終始和やかな雰囲気で交流を楽しんでいました。


７／２５
夏の夜空に、音と光と笑顔が舞う聖徳まつり２０２６
　本市の夏の風物詩である第５４回聖徳まつり２０２６が近江鉄道八日市駅前周辺で開催されました。
　まつりのオープニングでは、サッカーＪ３のレイラック滋賀ＦＣのチアダンスチーム「Ｒｅｉｓ」によるパフォーマンスや、びわこ学院大学の学生による和太鼓の演奏が披露され、会場は大いに盛り上がりました。
　江州音頭の総おどりでは、愛好家団体や地元企業、自治会など２４団体のほか、飛び入りを含む約６００人が参加し、「ヨイトヨイヤマカ　ドッコイサノセ」という合いの手に合わせてやぐらを中心に輪を描きながら踊りました。
　フィナーレには、延命山から打ち上げられた花火が夏の夜空を彩り、多くの見物客を魅了しました。
　友人と訪れた女性は、「毎年、母が参加する江州音頭総おどりを見るために、地元に帰郷しています。今年は小学校からの友人と一緒に、フィナーレの花火も楽しみました」と話していました。


６月／７月
広がる姉妹都市交流
場岩面・テーバー町友好親善使節団が来市
　本市の姉妹都市である韓国・場岩面から８人、カナダ・テーバー町から中学生５人を含む１６人の友好親善使節団がそれぞれ来市しました。
　場岩面とは旧蒲生町が平成４年に、テーバー町とは旧能登川町が昭和５６年に姉妹都市提携を締結し、相互訪問などを通じて交流を続けています。テーバー町は今年で４５年目を迎えました。　　　　　　　　　　　　　　
　滞在中使節団は、市内各地を訪れ、豊かな自然や歴史に触れました。また、市民との交流を通して互いの文化や生活習慣への理解を深めるなど、言葉や文化の違いを越えた交流が育まれました。

〈場岩面使節団〉　
　６月２８日から７月１日までの４日間の滞在期間中、石塔寺参拝や布引焼の絵付け体験などを行い、市民交流会では市民との親睦を深めました。

〈テーバー町使節団〉
[bookmark: _GoBack]　７月５日から７月１１日までの７日間の滞在中、書道や座禅、お守り作り、凧作りなどの日本文化を体験したほか、カヌー体験をしました。
